悪質な訪問販売にご注意を！
消火器や住宅用火災警報器の悪質な訪問販売については、今も全国各地で問題になっています。また、電話での商品勧誘や契約を迫られる手口にも注意が必要です。
特に、高齢者の方や一人暮らしの方は十分に注意して下さい。

事業所などにおいても、消火器の不適正な点検や、高額請求の被害が他県では多発していますので注意をお願いします。
少しでも変だなと感じたら、対応せずに、きっぱりと断ってください。

一般家庭の方へ・・・《悪質訪問販売の手口》
●消防職員や消防団員、または業者を装って・・・

　　　　　　　「消防署の方から来ました」「消防署に頼まれて来ました」
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◇消防署員・消防団員は消火器や住宅用警報器の斡旋販売はしません！
◇消防署が特定の業者に依頼することはありません！
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◇身分証明書の提示を求める。
◇はっきりと断る。
◇契約書にハンコを押さない。署名をしない。
「一般家庭には消火器の設置や点検の義務はありませんが、もしもに備えて、消火器を自主的に設置することは望ましいです。」
事業所の方へ・・・・《不適正点検、高額請求の手口》

●工場、スーパー、学校、病院などあらゆる事業所がターゲットです。

●出入りの点検業者を巧妙に装います。

　　　～訪問前に電話をかけて信用させる～ ～本社などの依頼のように装う～

●内容の説明もなく一見合法的な書面に署名、押印を誰構わずに求めます。


 「次のことを従業員等、事業所内関係者のすべてに徹底しましょう！」
◇不適正点検、高額請求の手口の周知。

◇契約している点検業者と担当者名および次回点検日。
◇自分の事業所の消防・防災に関する責任者を明確にしてお　　　

き、その担当者以外の者は対応しない。
気づかずに署名や点検の承諾をした場合は・・・

◇請求金額の値引きを要求しない！（契約を認めることとなる）
◇料金をその場で支払ったり、払う約束をしない！

◇点検業者のまぎらわしい表現などに対して、契約の無効を主張する！

◇業者が居直ったり、脅迫的な言動に出た場合は警察署・消防署に連絡する。
※不審に思われた場合は、遠慮なく消防署に電話して下さい！

　　　　　　　


◇曖昧な返事をしない。


　　　　　　　　　◇確認をせずに書面への署名、押印をしない。


　　　　　　　　　　「悪質な場合、書類を折り曲げたり、重要な部分を手で隠したり


などして契約書であることを隠して署名などを要求します。」
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